
～計画保全の立案と実践～

日刊工業新聞社 東京本社 セミナールーム
東京都中央区日本橋小網町14ｰ1（住生日本橋小網町ビル）

日 時 主 催

会 場 43,200円（資料代含む、消費税込）
受講料 ※1社複数名のご参加の場合、2人目より10％割引いたします

　（38,880円）。

※振込手数料は貴社にてご負担ください。■受講料：43,200円（資料代含む、消費税込）　＊同時複数人数お申し込みの場合2人目から38,880円
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※今後、E-mailによるご案内を希望しない方は
　チェックをしてください。

No.170355※お申込み受付後、受講票ならびに請求書をお送りいたします。
※一度お振込みいただいた受講料につきましては、ご返金できかねますのでご了承ください。
個人情報の取り扱いについて
ご登録いただいた情報は日刊工業新聞社が細心の注意を払い、展示会・セミナー・サービス等、各種ご案内を送らせていただくことを目的に利用させていただきます。
なお、宛先変更・配信停止をご希望の際は右記までご連絡ください。　【ご連絡先】日刊工業サービスセンター　情報事業部　nkmail01@nikkansc.co.jp

2/1 設備保全

目で見てわかる稼げる
設備保全

2018年 2月1日（木）10：00～17：00
（9：30受付開始、休憩 12：30～13：30）

【実習で学ぶ】

●申込方法
お申し込みはWeb（http://corp.nikkan.co.jp/seminars/）かFAXまたは郵送にて受
け付けております。申込受付後、受講票と請求書をお送りいたします。受講料は銀行
振込にて開催の前日までに必ずお支払いください。尚、お支払い済みの受講料はご返
金できかねますので、ご了承ください。振込手数料は貴社でご負担ください。

●申 込 先 日刊工業新聞社 業務局 イベント事業部 技術セミナー係
 〒103-8548 東京都中央区日本橋小網町14ｰ1（住生日本橋小網町ビル）
 TEL 03（5644）7222　FAX 03（5644）7215
 e-mail：j-seminar@media.nikkan.co.jp

口座名義 りそな銀行 東京営業部 当座 656007
㈱日刊工業新聞社 三井住友銀行 神田支店 当座 1023771
 みずほ銀行 九段支店 当座 21049
 三菱東京UFJ銀行 神保町支店 当座 9000445

日刊工業新聞社 東京本社 セミナールーム
東京都中央区日本橋小網町14ｰ1（住生日本橋小網町ビル）
【アクセス】
東京メトロ日比谷線『人形町駅』A2出口 徒歩3分、都営浅草線『人形町駅』A6出口 徒歩3分
東京メトロ半蔵門線『水天宮前駅』8番出口 徒歩4分

【アクセス】東京メトロ 日比谷線 人形町駅（A2）出口より徒歩3分
東京メトロ 半蔵門線 水天宮前駅（8番）出口より徒歩4分
都営浅草線 人形町駅（A6）出口より徒歩3分
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会場案内図　　　　日刊工業新聞社セミナー会場
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関連部署にご回覧ください実務セミナー
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開催にあたり
　工場内にある生産現場の製造設備を設備保全する時には、設備をよく理解し設備保全を行う方が適切に行う
必要があります。設備をよく理解することは、製造設備の構造や設備がどの様な機械要素部品が使われている
か、機械要素部品の最適な保守メンテナンス方法はどのようにしなければならないか、製造設備の設備保全を行
う方はどの様な方が行う必要があるか、設備保全を行う作業者はどのようなことができなければならないか等
多くの技能・技術が必要になります。設備保全を効率よく行うために、製造設備のことを良く把握することが必
要になります。研修では、設備保全に必要な技能・技術を実習を通じて習得します。また設備保全を社内で伝達
することを目的にした技能を伝承する手法を習得します。

第１章　設備保全とは
１-１　設備保全とは
１-２　設備保全を行う目的と意義
１-３　設備保全を工場内で行うには
１-４　設備保全に必要な技能・技術
１-５　生産設備に使用される主な設備
１-６　設備保全と計画保全
１-７　計画保全の進め方
１-８　計画保全を効率よく行うには

第２章　空気圧装置
２-１　空気圧装置とは
２-２　空気圧タンクの保全方法
２-３　空気圧配管の保全方法
２-４　エアー三点セットの保全方法
２-５　空気圧シリンダーと

空気圧モーターの保全方法
２-６　空気圧装置の損傷事例
２-７　空気圧装置の計画保全

第３章　動力伝達装置
３-１　動力伝達装置とは
３-２　減速機の保全方法
３-３　チェーンとスプロケットの保全方法
３-４　Vベルトの保全方法
３-５　軸継手の保全方法
３-６　動力伝達装置の損傷事例

第４章　 油圧装置
４-１　油圧装置とは
４-２　油圧装置の保全方法

４-３　油圧シリンダーの保全方法
４-４　油圧ポンプの保全方法
４-５　油圧タンクの保全方法
４-６　油圧制御機器の保全方法
４-７　油圧装置の損傷事例

第５章　電動機
５-１　電動機とは
５-２　電動機の保全方法
５-３　電動機の設置方法
５-４　電動機の計画保全
５-５　電動機の損傷事例

第６章　軸受
６-１　軸受とは
６-２　転がり軸受の保全方法
６-３　転がり軸受の分解・組立
６-４　転がり軸受の選別方法
６-５　転がり軸受の潤滑剤
６-６　転がり軸受の損傷事例

第７章　設備保全と作業手順
７-１　設備保全に必要な作業手順
７-２　設備保全に必要な作業工具
７-３　適切な作業工具の使い方
７-４　作業手順に必要な技能・技術
７-５　設備の作業手順書の作り方
７-６　設備を延命する設備保全

【略歴】

高度ポリテクセンター 勤務、墨田区商工業アドバイザー　竹野 俊夫 氏
1965年、大阪府生まれ。1990年、労働省管轄職業訓練大学校卒。1991年、雇用促進事業団（神奈川技術開発センター勤務）、1999年より国際協力
事業団へ出向（インドネシア、ウガンダへ派遣）、2003年より雇用・能力開発機構（千葉センター勤務）、2008年より高齢・障害・求職者雇用支援機構 高度
ポリテクセンターに勤務する。現在は、素材・生産システム系能開准教授、素形材関係団体の講師、防衛省陸上自衛隊（技能・整備）予備自衛官（階級2等
陸曹）、東京都墨田区商工業アドバイザーを務める。
企業の工場設備の保守メンテナンス方法や機械保全方法を現場で指導し、改善提案や設備の延命につながる職業訓練を展開する。国際協力事業団
（JICA専門家）でアフリカ（ウガンダ）、インドネシアにおいて小型船舶エンジン・自動車整備を指導。また、現地飲料水工場、砂糖工場、ビール工場などで生産
設備の保守・保全方法を現地スタッフに指導。防衛省陸上自衛隊では、日本国内が大規模災害や有事の際、装備品や車両などの整備を行う。墨田区商工
業アドバイザーとして、東京都墨田区内の中小企業への技術支援や現地改善指導などを行っている。 
著書に 「目で見てわかる 稼げる機械保全」（2011年）、「目で見てわかる 稼げる電気保全」（2012年）、「目で見てわかる 稼げる設備保全」（2012年）、「目
で見てわかる機械保全 実践100例（2013年）「目で見てわかる機械保全チェックシートのつくり方・使い方」（2014年、いずれも日刊工業新聞社）がある。 

※本セミナーは講師の実習機器で一部実習を行います。


